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Abstr act
Continuous system simulation languages such as CSPL or CSSL are
implemented  on large―scale computers, but not on small  scale―oReS.
However,rapid development of micro computers  or personal  computers
has enabled us to realize such languages on small computers.  HeRCe,
the author has developed a new simulation language DECS(Differential
Equation based  Contunuous system Simulation program) which  can be
implelnent ed  oR ROt ORly  personal  co:nputers ,but  also large―scale
macines.   Thus,the users can select computers properly,depending on
problem scales,and save computation cost.   This paper describes the















である。モ ンテカルロ法は主 として待ち行列などの確率現象の分析 に用いら
れてきた。













































Nベー スの第 一 号 の シ ミュ レー タで あ った。MIMIC、CSSL、CSMP/360は同様 な
考え方で開発 されたものである。
以上述べた連続系 シ ミュレーション言語は大型計算機をベースに して開発




筆者は今回DECS(Differential Equation based Continuous system Simul
ator)と呼ばれる新 しい連続系 シミュレーション言語を開発 し、い くつかの
改良をおこなったので報告する。
3.ソフ トウエア構成7)9)
DECSはFORTRANによ り記述 されて い る。本言 語 の開発 に用 いた FO RTRANは
PROFESS10NAL FORTRANであ る。F77完全 準拠 で あれ ば これ以外 のFORTRANでも



































































d″/dt=デ(″,v, ど)                 (1)
y=g(″,をと, ど)                  (2)












のよ うに記述 され る。










OR   論理和
C)スイ ッチング関数




























3.のルールに したが つて書 いた ソー スプ ログラムはDECSによ りFORTRAN
プログラムに変換 され る。す なわ ちDECSは実行形式 のFORTRANプログ ラムを
生成す るた めのプ リプ ロセ ッサー として働 く。 したが って全体 の実行時間 は
FORTRANプログラムヘの変換時間 と生成 きれたFORTRANプログラムの実行時間
との和 にな る。DECSの文法 と生成 されたFORTRANプログラムに誤 りがなけれ
ば直 ちに実行 され るが,ソースプ ログラムに文法誤 りが ある時 はソースプ ロ
グラムが自動的に呼出 されるので訂正後再度DECSを起動 す る。実行形式のF0
RTRANプログ ラム自体 に誤 りがある時 はFORTRANコンパイ ラのエ ラーメ ッセー
































































































































表3  スイ ッチ関数
Y=0 t〈X
t≧XY=1





























































それ 以 外 (Xn,Yn)を
















































図2は実行結果を示 し、文献 (11)と一致 していることが確かめられた。
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